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社会福祉法人 芦別市社会福祉協議会 

  〒075-0011 芦別市北１条東１丁目８番地 芦別市総合福祉センター 

  ＴＥＬ(0124) 22-2194 ＦＡＸ(0124) 22-5466 

  E-MAIL  ashi-sya@indigo.plala.or.jp（社会福祉協議会事務局） 

kaigo-go@zpost.plala.or.jp（訪問介護ステーション） 

 

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の助成金によって発行しています。 

あ し べ つ 

第 120号 

令和 5 年 3 月 1 日発行 

令和４年度の赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金は皆様のご協力をいただきまし

て、無事に終了することができました。 

ここにご賛同いただき、善意をお寄せくださいました市民の皆様に厚くお礼を申し上げま

すとともに、本運動にご協力いただきました町内会、民生委員児童委員協議会、福祉団体等

の関係者の皆様に心から感謝申し上げます。（募金実績等は２～３頁をご覧ください。） 

mailto:ashi-sya@indigo.plala.or.jp
mailto:kaigo-go@zpost.plala.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各事業への助成内訳】  

高齢者のために 
 ４６０，０００円 

障がい児・者のために 
４９０，０００円 

児童・青少年のために 
２０５，０００円 

ボランティア支援のために 
３６５，０００円 

更生保護活動のために  
７５，０００円 

広報発行・貸出物品購入のために 
６６０，０００円 

令和４年度の募金総額 戸 別 募 金 

1,549,850 円 

街 頭 募 金 

 214,680 円 

大 口 募 金 
(個人大口・法人大口) 

507,000 円 

特 殊 募 金 

 280,699 円 

令和３年度 

芦別市の募金総額 

2,700,473 円 

北海道共同募金会 

道内の福祉事業へ

の助成(施設整備、

福祉車両等) 

71,551 円 

芦別市の福祉事業

への助成 

2,255,000 円 

芦別市共同募金委員会 

事務費(募金推進管理経費) 

373,922 円 

令和３年度の募金は下記の流れで助成されました。（令和４年度に助成） 

芦別市へ 

（97.4%） 

全道各地へ 

（2.6%） 

(実施期間：令和４年１０月１日～１２月３１日) 

 

① ② 

② 

 

 ※この募金は令和５年度に助成されます。 

芦別市共同募金委員会 

令和４年度 赤い羽根共同募金実績 

円 

② あしべつ社協だより第 120 号 

芦別市共同募金委員会 

③ 

芦別中学校 様 日成建設㈱ 様 街頭募金の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(実施期間：令和４年１１月１日～１２月３１日) 
令和４年度の募金総額 

※この募金は令和４年度及び 

    令和５年度に助成されます。 

戸 別 募 金 

 918,050 円 

大 口 募 金 
(個人大口・法人大口) 

509,000 円 

特 殊 募 金 

 289,025 円 

令和３年度の募金は下記の流れで助成されました。 

（令和３年度及び令和４年度に助成） 

北海道共同募金会 
芦別市共同募金委員会

への配分 

1,782,000 円 

令和３年度 

芦別市の募金総額 

1,591,324 円 
① ② 

③ 

④ 
芦別市社会福祉協議会

より芦別市の福祉事業

への助成 

市内の低所得世帯等への見舞金として 
(令和３年度に助成)        １，０８２，０００円 

ひとりぐらし高齢者支援事業への助成として 
(令和４年度に助成)              ３６０，０００円 

福祉施設・福祉団体への助成として 
(令和４年度に助成)                    ３４０，０００円 

 

【各事業への助成内訳】 

令和４年度 歳末たすけあい募金実績 

 円 

 

あしべつ社協だより第 120 号 ③ 

芦別市共同募金委員会 

令和４年度にお寄せいただきました募金は全額北海道共同募金

会に納め、令和５年度に市内の福祉活動やボランティア活動支援

等の助成金として活用されます。 

また、歳末たすけあい募金については新たな年を迎えるにあた

り、高齢者、障がい者、子ども、福祉サービスを必要としている

方に歳末見舞金として芦別市社会福祉協議会を通じお贈りいたし

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年９月１日（木）「防災の日」 

日本の伝統文化である文化風呂敷の

多様な使い方について学ぶ講座が開催

され、３０名を超える方が参加しまし

た。 

一般社団法人日本風呂敷文化協会の

横山芳江氏が講師となり風呂敷の基本

的な結び方や様々な物の包み方、災害

時の風呂敷の活用について講義や演習

を通して学ぶ時間となりました。 

④ あしべつ社協だより第１２０号 

 令和４年９月２２日（木） 

北海道と北海道認知症の人を支

える家族の会主催のもと、認知症の

方々と共生していく地域について

理解を深め、認知症になっても安心

して暮らせるまちづくりをテーマ

に研修会が開催されました。 

 当日は５０名を超える方が参加

し、認知症サポーター養成講座や介

護体験発表、芦別市での事例発表を

通して認知症になっても安心して

暮らせるまちづくりについて考え

る時間となりました。 

北海道認知症の人を支える家族の会 

事務局長 西村 敏子 氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あしべつ社協だより第１２０号 ⑤ 

第１回 令和４年１２月９日（金） 

 砂川市立病院 入退院支援係長 及

川佑介氏を講師にお招きし「アドバン

ス・ケア・プランニング（人生会議）」

をテーマに終活セミナーを開催しま

した。 

 人生の終末期に備えて自ら望む医

療とケアについて、家族や専門職など

と話し合い、誰にでもあり得るもしも

の時に備えた意思の伝え方について

学びました。 
 

第２回 令和４年１２月１６日（金） 

 芦別市地域包括支援センター 主任

介護支援専門員 半場大介氏を講師に

お招きし、芦別市で現在作成中の「芦

別版エンディングノート」を用いたグ

ループワークを行いました。 

 前回の参加者の中から希望者を対

象にエンディングノートの記入の仕

方やその活用法について意見交換を

行いました。 

 令和５年１月１２日～１３日 

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続

けていけるよう、日常生活のちょっと

した困りごとを支援する担い手を養成

することを目的として「生活支援おも

いやりサポーター養成講座」を開催し

ました。２日間にわたり生活支援おも

いやりサポーターとして必要な知識や

技術を、講義・演習・実践発表を通して

学びました。２日目の講座では「生活 

支援おもいやりサポーターの活動」について現在活動中のサポーターより実

践発表が行われ、受講者は活動について理解を深めました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦別小学校６年生の総合的な

学習の時間において「ともに支

えあう社会づくり」と題して福

祉について学ぶ機会が設けられ

ました。 

今回はアイマスク歩行体験や

車いす体験を通してさまざまな

人々にとって住みよい環境とは

どのような環境なのかを考える

ため、社会福祉協議会の職員が

講師となり福祉体験学習が行わ

れました。 

児童の皆さんは積極的に体験

に取り組むなかで、助け合って

ともに生きる社会について考え

るきっかけとなりました。 

あしべつ社協だより第 120 号 ⑥ 

視覚障がい者歩行体験 車いす体験 

ボランティア講座 認知症サポーター養成講座 

視覚障がい者歩行体験 車いす体験 

手話体験 点字体験 

上芦別小学校４年生の総合的

な学習の時間において手話や点

字などの障がいに関する福祉体

験学習が行われました。 

体験は手話サークルの会員や

芦別市身体障害者福祉協会の方

のご協力のもと行われ、児童の

皆さんの真剣に取り組む姿勢が

見受けられました。 

今回の福祉体験学習を通し

て、福祉に関心を持ち「他人事」

ではなく「自分事」としてとも

に生きる社会について考えるき

っかけとなりました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 金 

氏  名 金 額（円） 摘  要 

匿       名 2００，０００ 社会福祉事業へ 

芦別高齢退職者福祉協議会 様 ２００，０００ 高齢者福祉のために 

池 田 博 夫 様 ３０，０００ 社会福祉事業へ 

日頃、社会福祉協議会の事業にご理解とご協力を賜り厚く

お礼申し上げます。 

社会福祉協議会の事業は、皆様方からお寄せいただいた会

費等により地域福祉の推進に努めております。本会の趣旨に

ご賛同いただいた方に対しまして厚くお礼申し上げます。 

令和４年７月８日～令和５年２月７日（敬称略） 

 

あしべつ社協だより第１20 号 ⑦ 

１口 ㈲ 草 別 隆 正 堂 １口 日 成 建 設 ㈱

１口 荒 当 明 子 3口 (社福)愛和福祉会 星の広場 聚 楽 白 間 急 便 運 送

㈲ 一 力 商 店 (社福)芦別慈恵園 ㈲ 瀬 戸 仏 具 店 ㈲はしうら服 装店

片 山 勝 二 (社福)芦別白光舎 セントラル旅行サービス㈱ ㈲ 花 季

高 橋 勝 次 郎 空 知 交 通 ㈱ ㈱ 豊 月

中 川 隆 弘 １口 ㈱芦別モータース ㈲ タ カ セ 増 田 商 店

長 沢 友 夫 居 酒 屋 竜 ㈲ダスキン 華泉 よ う こ 美 容 室

中 田 一 郎 ㈱ 一 の 薬 局 だ る ま 家 ㈲ 吉 川 商 事

平 井 宣 行 ㈲おかもとデンキ つ ぼ 八 芦 別 店 ワタナベ企画いんさつ㈲

冨 士 川 伝 教 ㈲ 金 子 金 物 店 ㈱ ド ウ ネ ン

第2号会員（1,000円）第3号会員（2,000円）

第4号会員（3,000円）

 

物 品 

氏  名 摘  要 

匿       名 車いす（１台） 

北海道コカ・コーラボトリング㈱ 

滝川営業課 様 
清涼飲料水（３００本） 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道コカ・コーラボトリング㈱ 様より寄贈いただいた清涼飲料水を 

市内福祉施設等へ贈呈いたしました。 

令和４年１２月１３日（火）・１９日（月） 
 

 北海道コカ・コーラボトリング㈱滝川営業課様より寄贈をいただいたコカ・コーラ社製

清涼飲料水を市内の福祉施設や団体等に贈呈いたしました。贈呈を受けた施設・団体の方

は大変喜ばれていました。 

令和４年１２月９日（金） 
 

 北海道コカ・コーラボトリング㈱滝川

営業課様よりコカ・コーラ社製清涼飲料

水 300本の寄贈をいただきました。 

 北海道コカ・コーラボトリング㈱様は

社会貢献活動の一環として、クリスマス

時期に合わせ北海道内の社会福祉施設

等へ昭和43年から製品を寄贈されてお

り、今回で 5５回目となります。 

 贈呈された清涼飲料水は芦別市社会

福祉協議会を通じ市内の福祉施設・団体

へ贈呈いたしました。 

あしべつ社協だより第120号 ⑧ 


